
令和４年１２月　熊谷市教育委員会

学校給食費 主食費 牛乳代 副食費

平成26年から据え置き 価格上昇⤴ 価格上昇⤴ 価格上昇⤴

小学校改定前（喫食日数　１８１日／年） 小学校改定後（喫食日数　１８３日／年）

中学校改定前（喫食日数　１８１日／年） 中学校改定後（喫食日数　１８１日／年）

現在の給食費を決めた平成２６年当時と現在の食材価格を比較すると、同じメニューが作れない状況です。

熊谷学校給食センターでの小学校１食あたりの食材価格。税込み。小数点以下は四捨五入しました。
自校式調理校の場合、給食センターより仕入れ数量が少ないため、この金額とは異なります。

裏面に続く

学校給食費の改定理由

　本市では、平成２６年度に現行の学校給食費に改定して以降、食材費が上昇する中、献立の工夫や食材購
入の工夫により学校給食費を改定することなく、給食の提供を続けてまいりました。
　しかし、皆さんもご存じのとおり、最近は主食（ご飯やパンなど）や牛乳、副食（おかずやデザート）す
べてにおいて価格高騰が続いていることから、これまでの工夫に加え、副食の材料費を節減するなどして対
応しておりましたが、子どもたちに十分な栄養を含む給食を提供するのが困難な状況となってきました。そ
こで、令和４年度は市から食材費の補助を行うことで対応しましたが、令和４年度中に更なる価格の高騰が
続き、今後は給食を続けることが困難な状況が心配されます。
　つきましては、児童生徒に栄養バランスのとれた安全・安心な学校給食を安定的に提供していくため、令
和５年４月から学校給食費を改定しますので、ご理解いただきますようお願いします。

食材の産地、大きさの変更、
デザートの回数減など、節減
して対応学校給食費改定額

地区 １食あたりの金額 月　額 地区 １食あたりの金額 月　額

大里 ２４３円 ４，０００円 大里 ２７７円 ４，６００円
熊谷・江南 ２３１円 ３，８００円 熊谷・江南 ２６４円 ４，４００円

地区 １食あたりの金額 月　額 地区 １食あたりの金額 月　額

妻沼 ２１９円 ３，６００円 妻沼 ２４９円 ４，１５０円

大里 ２９２円 ４，８００円 大里 ３３４円 ５，５００円
熊谷・江南 ２８０円 ４，６００円 熊谷・江南 ３２２円 ５，３００円

　本市は給食センター調理校（熊谷・江南地区小・中学校）、自校式調理校（大里・妻沼地区小・中学校）
で給食の提供方法が異なっており、食材の購入価格も異なることから、給食費は地区ごとに異なっていま
す。また、妻沼地区ではご飯を持参しているため、その負担分を差し引いた金額としています。

食材価格の上昇とその影響

献立と使用食材 平成２６年 令和４年
バターロール ５３円 ５９円

妻沼 ２５２円 ４，１５０円 妻沼 ２９２円 ４，８００円

フランクフルト ４１円 ５４円
トマトビーンズ（大豆、玉ねぎ、トマトピューレなど） １９円 ２３円

牛乳 ５０円 ５４円
白菜のシチュー（鶏胸肉、白菜、ジャガイモ、グリーンピースなど） ４９円 ６１円

ご飯 ５４円 ５６円
牛乳 ５０円 ５４円

合計 ２１２円 ２５１円

献立と使用食材 平成２６年 令和４年

杏仁フルーツ（杏仁寒天、みかん、パイン、黄桃） ４６円 ６７円
合計 ２６５円 ３１１円

カレー（豚もも肉、じゃがいも、人参、玉ねぎなど） ５６円 ７１円
スパニッシュパンプキンオムレツ ５９円 ６３円

学校給食費の改定について



☆給食センターでの給食費以外にかかるお金（令和３年度熊谷学校給食センター実績）
働く人にかかる費用、光熱水費と設備や施設にかかる費用 １食あたりに換算すると、

食材費以外に１７４円かかっています。

☆自校式での給食費以外にかかるお金（令和３年度自校式調理小中学校実績）
働く人にかかる費用、光熱水費と設備や施設にかかる費用 １食あたりに換算すると、

食材費以外に３５９円かかっています。

現在 改定後(イメージ）

ごはん・牛乳 わかめごはん・牛乳
小松菜のみそ汁・コロッケ 豆腐と大根のみそ汁
かてめしの具 白身魚の南蛮漬・お浸し

オレンジ・チーズ・福豆

改定後の給食

・肉や魚等副菜の種
類を増やします。
・旬の食材や地場産
物を多く取り入れま
す。
・成長期に必要とさ
れるカルシウム、鉄
分、食物繊維を十分
に摂取できるよう栄
養バランスのとれた
献立にします。
・主食の種類を増や
したり、主菜のサイ
ズを可能な範囲で大
きくするように努め
ます。
・子どもたちが喜ぶ
デザート、果物、小
袋（小魚やチーズ
等）の使用頻度を増
やします。

・肉や魚等副菜の種
類が限られていまし
た。
・地元産でなく安価
な食材を使用する頻
度が多くなっていま
した。
・果物などデザート
の提供が少なくなっ
ていました。

就学援助制度（学校給食費）について

　本市では、小・中学生を養育している保護者の方で、経済的な理由な
どにより学校給食費の支払いでお困りのご家庭に対して、その費用など
の援助を行っています。
　申し込みを希望される方は、市立小・中学校または教育委員会教育総
務課にあります「就学援助受給申請書」にもれなく記入のうえ、必要書
類を添えてお子様の通学する学校または教育総務課へ提出してくださ
い。（受給には審査があります。）

問い合わせ：教育委員会教育総務課
電話：048-524-1111　内線５４７（給食費について）・内線３８２（就学援助について）

学校給食にかかるお金

　学校給食は給食費としての食材費のほか、給食を作るための光熱水費、施設や設備にかかるお金、作る人
や給食に関わる人の人件費などが必要です。学校給食法では食材以外の費用を自治体、食材にかかる費用
（給食費）を保護者が負担すると定めています。

338,524,366円

146,176,546円

給食費額検討の経緯

　食材価格の上昇により、学校給食に求められる栄養量を満たす献立を作ること
が難しくなっています。食材費用をいくら負担していただければ良いのか、適切
な学校給食費について、学識経験者、保護者、校長や栄養教諭等からなる「熊谷
市学校給食費等検討委員会」において検討を行いました。委員会では、理想的な
献立を作るための食材価格（約３０％の値上げが必要）、給食食材の購入価格の
変動（約２０％上昇）、消費者物価指数の変動（約１１％上昇）、他市の学校給
食費の平均金額（熊谷市より約５％上回る）をもとに、「食育のため、子どもた
ちに理想的な給食を提供する」、「保護者負担への配慮」を念頭に検討した結
果、一律約１５％の値上げが適当であるとの意見で一致しました。
　市では委員会で出された意見や食材価格の値上がり状況を参考に、教育委員会
の意見を聞いて、改定額を決定しました。これまで食材費の不足から地元産の食
材や郷土料理の提供が難しい状況が続いていましたが、こうした状況が改善さ
れ、理想的な給食を提供することを通じて、より食育に力を入れてまいります。


